
プログラムによる計測と制御の実践と

学習評価について

旭川市立啓北中学校 天谷亮太
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今年度の実践では…
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題材の計画
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授業の流れ① ～課題発見、計測と制御の理解（知識・技能）～
…簡単な既存の製品調べや簡単な依頼を解決する学習、テストを経て知識・技能の定着を図り、そこで
学んだことを⽣かした問題解決的な学習になるように構成した。

●知識・技能（既存の技術の理解と基礎的な技能の習得）
見方・考え方に気づくことができるようにするとともに教材の使い方やセンサ・
アクチュエータについての理解（閾値や動作）ができるようにする。

●授業の全体像
これからどのようなことに取り組むのかという見通しをもつ
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■評価の方法
ワークシートの記述内容（計測と制御の仕組み、設計者の意図、使用者の視点）

■判断の目安
…調べたことをただ書くだけではなく、見方・考え方に基づいて、意味づけながら「なぜそのセンサが選ばれてい
るのか」「制御の仕方が使用者の快適さにどのように貢献しているか」といった設計者の意図や目的に言及でき
ているかどうかを評価の目安としている。

具体的には記述の中に…
「計測と制御の流れ」・「設計者の工夫」・「使用者の利便性」・「どのような場面で使用され、どのような快適さ
が得られるのか」など



授業の流れ②

●知識・技能…ここまでの知識と技能を使って、簡単な主人公の
願いから問題解決的な学習に向けた練習を行う。

Aの⽬安
使⽤するセンサ

の仕組みや働きを
適切に理解・選択
し、検証に基づい
て的確な閾値を設
定している。

Bの⽬安
使⽤するセンサ

を適切に選択し、
検証に基づいて閾
値を設定している。

＜生徒のワークシート＞

加速度センサの仕組み
を理解して、閾値を細か
く調整している様子が
見とれる。
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～願いを叶えるプログラムの制作～
（問題解決的な学習に向けた練習）



授業の流れ③

●これまでを振り返りまとめる。 ●相互評価を通して、視点を広げたり、新たな発見が
できるようにする。

反省
話し合いが交流になってしまっ
たので、事実・感想・提案に分
けて改善に目を向けた対話が
できると形成的な評価がよりよ
くなったと思います。

加速度センサを使って制作した生
徒が、同じ加速度センサでプログ
ラミングをした生徒への評価

加速度センサを使って制作した生
徒が、自分とは違う音センサでプ
ログラミングをした生徒への評価

↓加速度センサで知識・技能を行ってきた生徒
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～願いを叶えるプログラムの制作～
（知識・技能のまとめ、振り返り）



授業の流れ④

思考・判断・表現の順にワークシートを作成
…「解決したい問題をどのように捉え、どう解決しようとしているか」
「誰のために・どこで・どう役立つか」
（思考）

…「どの技術を選択し、どのような仕組みで制御しようとしているか」
（判断）
…「どのように構想を具体化し、図表や作品として表現しているか」
（表現）

「この夏、私たちが快適に過ごすための装置を開発しよう大作戦」

＜ポイント＞
・自分や周囲の人のために装置を開発しようという目的意識を持つ
・「自分の涼しさ」だけでなく、他者や社会、地域、環境に視点を広げて考える。
・快適さの定義を「身体的」「心理的」「経済的」「環境的」
・「私たち」＝自分＋家族＋学校＋地域＋未来の自分たち、といった広がり
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～快適に過ごすための装置づくり～
（解決する問題の設定）

■評価の方法
ワークシートの記述内容、

■判断の目安
…目的が明確で技術選択と仕組みの整合性が高く、具体的に表現されているかどうかを評価の目安としている。

記述の中から…
ワークシートに記された思考・判断・表現の記述の質と一貫性があるか。
思考と判断をくり返しながら、評価・改善し、最適化したことを表現することができているか。



授業の流れ④における
生徒のワークシート例

「地面からの熱によって熱中症になる危険性がある」

「温度センサを使って地面の温度を測定、自動で打ち
水を行う装置」

「温度センサで地面の温度を測定」
「打ち水で気温を下げる」
「水の確保に課題がある→雨水利用を検討」

ワークシートでは…思考と判断の過程が見とれるようにした。

地面の熱さ→熱中症→自動で水をまく（適切な課題設定）

温度センサの使用／雨水の確保などの制約の考慮（妥当性）

お祭り・幼稚園・工事現場など使用者と場面の明確化
（使用場面の具体性）

小さな子どもにも、一般の人にも使えるようにしたい
（社会的視点）

「お祭り・幼稚園の庭・工事現場」
「地面に近い小さい子どもため」
「自動で動くことで手間が省ける」

思考

判断

Aの目安
…自分や他者、社会にとっての課題を生活や環境との関わりから的
確に見出し、使用者や目的に応じた解決策を多面的な視点（技術
的・社会的・未来的）から構想・表現している。

Bの目安
…自分や他者の課題を生活や環境との関わりから的確に見出し、
使用者や目的に応じた解決策を視点（技術的・社会的・未来的）を
定めて構想・表現している。
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＜思考＞
使用者（幼児から一般の人）
使用環境（屋外…お祭り、幼稚園の庭、工事現場）※祭りは未来でも継続される。
自分・他者・社会の視点を統合した問題設定
が具体的に記述されており
「誰のために、どこで、どのような快適さをもたらすか」
ということが明確であり適切な課題設定である。

＜判断＞
温度センサの利用
自動でポンプから水が撒かれる（利便性）
雨水の利用（環境への配慮）
といったセンサの特性を理解し、適切な使用場面で活用して
おり、仕組みと効果のつながりが明確。



授業の流れ⑤

表 現
…最終的な結論や成果が見える

作業の記録を残していく

問題を解決する過程の順序を
定めて、効率的に進めるための
「設計図」を自分の中にもつ

作業順序や計画を自分で立てること
で「うまくいかなかったときの見直し」
も自分の課題として捉えられる。

態度評価の際に照らし合わせていく
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～快適に過ごすための装置づくり～
（解決する問題の設定、必要なセンサと構想を考える、装置の設計と簡易的な製作）



学習評価で意識していること
・教師が⾒とりやすくする
…ワークシートは、⽣活上の困りごと→課題の焦点化→技術的対応→評価と改善という流れで構成するこ

と、思考・判断・表現の順にワークシートを構成することで、思考の過程を⾒とりやすくする。
…設計の際には、問題を具体化し、評価の視点を明確に盛り込むようにした。

例：なぜこのセンサ
を選択したのか。
…相互評価から学びの広がりを可視化できるようにした。

（今回はチャットやコメント欄などを使う活動ができたら良かったなという反省があります）

・成⻑を促す
…⽣徒個⼈に紙ベースかデジタルベースを選択させて、取り組みやすい⽅を選択させた。
…評価のためだけの資料ではなく、思考の履歴を記録し、学習の証拠として互いに⾒ることができるよう
にした。
…授業についてくるのが難しい⽣徒もいるため、「どんな困りごと？」「どんな快適さ？」「だれのた
め？」など思考の

流れの記述枠を細分化し、少しずつ思考を広げられるようにした。
…問題解決的な学習までに、なるべく視点を広げながら、知識・技能を確実に定着できるようにした。
…設計の段階で問題の範囲と対象でそれぞれ別のグループをつくり、同じ視点で、アドバイスを送り合っ
たり ⽣徒同
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